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山梨近代人物館
山梨県庁舎別館2階（甲府市丸の内1-6-1）

  開館時間：午前9時～午後5時
  休館日：第2･4火曜日／年末年始
  入館料：無料
  問い合わせ先：TEL 055-231-0988
　　　　　 　　 FAX 055-231-0991

第２回展示
「世界をみつめた山梨の人々」
海を渡って西洋の見聞を持ち帰り、日本の近代化を推し進めた
人物や、海外の文化の紹介に努めた人物、外国との関係構築に尽
力した人物など、世界を見つめ活躍した山梨ゆかりの9人の人生
と功績を、資料とともに紹介しています。（会期：3月末ごろまで）

　浅川　　巧（1891-1931）　朝鮮半島の植林や、民芸・陶芸の魅力の紹介に尽力

　浅川　伯教（1884-1964）　彫刻家。「朝鮮古陶磁の神様」と称される研究家、教育者

　望月百合子（1900-2001）　女性解放運動や翻訳、県の文化振興などで活躍

　石橋　湛山（1884-1973）  第55代内閣総理大臣。日中の国交回復に尽力

　杉浦　　譲（1835-1877）  日本の近代郵便事業を創始。通信や産業の近代化に貢献

　村岡　花子（1893-1968）　『赤毛のアン』を翻訳。西洋文学作品を数多く日本に紹介

　高野　正誠（1852-1923）  山梨県のブドウ栽培、ワイン醸造の基礎づくりに尽力

　永峯　秀樹（1848-1927）  『アラビアンナイト』を翻訳。西洋文化の受容を推進

　埴原　正直（1876-1934）  外務次官、駐米大使を務め、日米関係の改善に尽力半年ごとに、テーマに沿った9人の人物を、写真やゆかりの品などを展示し詳しく紹介しています。

やまなしを「再認識・発掘・発見」しよう！

山梨の自然や風土、文化に関する導入映像とともに、明
治時代から戦前にかけて活躍した山梨ゆかりの人物
50人の功績や言葉などを紹介しています。

導入展示室 笹子隧
ず い ど う

道

子ども向け展示 正庁（上）・旧知事室（右）

プロジェクションマッピングで、館
内に笹子トンネルが開通。次々と変
わる映像で、その歴史に迫ります。

タッチパネルで答えるクイ
ズ「ふるさと人物伝」や、
パネルクイズ「ひらいて、
まわして、やまなしのこの
人だ～れ？」で人物の人生
を楽しく学習できます。

残された写真や家具を基
に、昭和初期創建当時の
重厚感あふれる姿に復
元。正庁では、講座や式典
など、さまざまな行事を
開催しています。

人物紹介室


